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新学習指導要領で導入された新科目「コミュニケーション英語 I」では， 4技能を総合的に育成する

ために，統合的な活動が行われるよう，題材の取り扱いを考える必要がある。本小論では，英語 Iの検

定教科書に掲載されている SF小説を題材とし，新指導要領の下で展開される「コミュニケーション英

語」の授業においても妥当と考えられる単元の指導案の提案を通じ，効果的に技能を育成するための授

業設計の方法と，読後に「書く」活動を展開できるような，物語の読解活動の展開方法を提案する。

1. 4技能を総合的に育てる授業展開

平成 21年 3月に公示された高等学校学習指導要領で

は，「聞く」「読む」「話す」「書く」の 4技能の総合的な

育成を目指す科目として，「コミュニケーション英語 I」

が創設された。その目標を達成するために， 4技能を統

合的に利用する活動が行われるよう，題材の取り扱いを

考える必要がある。例えば，読んだ内容を踏まえ，話し

たり書いたりする活動を取り入れ， 4技能を有機的に関

連づけつつ，総合的に指導することが明確に要求されて

いる。本小論では，その達成のために，「コミュニケー

ション英語 I」の内容のエにあるように，「聞いたり読

んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，

情報や考えなどについて，簡潔に書く」活動を柱にした，

単元展開事例を紹介する。まずは，その開発のために必

要な観点を概観しておきたい。

(1) 「読むこと」と「書くこと」を関連づける教材研究

の視点

まず，どのように読ませるかということについて，考

えておきたい。書く活動につなげるには題材の「概要や

要点」の理解が第一歩であろうが，新学習指導要領解説

によると「概要や要点」とは，物語などの「おおよその

内容や全体的な流れ，必要不可欠な情報，（書き手の）

主な考え」など，とある (p.14)。何をもって「必要不可

欠」とするかは，文章のタイプにもよるが，物語の場合，

書き手が物語などを通じて読者に伝えたかった，文字化

されていないメッセージを抽出できること，及びそのメ

ッセージを理解するために不可欠な情報を「あらすじ」

と捉えて読めることが必要であろう。メッセージは，例

えば，一般化した事実として，ことわざ的に短くまとめ

させることが良いであろう。また，出来事の要点やその

時々の登場人物の心清については，物語の全体像が伝わ

るように情報を取捨選択しながら，短くまとめさせてい

くことが良いであろう。

またその際，英語で要約させることによって，授業の

かなりの部分を英語で運用する必然性が生まれる。生徒

の表現についての不安を減らすためには，空欄補充形式

のワークシートを完成させる活動にしたり，教師が作っ

た「要約」から不要な情報を生徒に取り除かせる活動に

するなど，工夫が必要であろう。どのような活動に従事

させるにせよ，英語で要約，を目標にし，個々の生徒の

英語による表現力も，計画的に鍛えていきたい。

(2) 目標技能を伸ばすための「帯活動」の意義

従来型の授業では，言語材料の提示から，それらを使

えるようになるまでの段階を単純図式化し，インプット

→インテイク→アウトプット，というように，直線的に

目標へと向かっているように記述されている授業展開が

多い（金谷 2012)。運用力を高めるために意固された『訳

先渡し授業』での単元構成の中で，単元の前半に割り当

てられた授業において，題材はインプットソースとして

用いられるが，題材の日本語訳を生徒に渡して言語材料

の説明を短くすることによって，後半の授業で表現力を

高めるための言語活動を中心に展開するように，単元の

指導案が構成されている（金谷 2012)。

技能の習得のためには，その技能の使用のために必要

な言語材料の理解にとどまらず，実際に使いこなせるよ

うに練習する必要があるのだが，この技能習熟の段階に

おいて，各生徒が知識を習得し，安定してそれらを使い

こなせるようになるのに必要な時間が異なることは容易

に想像される。しかし，上述のような「直線的」な授業

展開の中で，単元で割り当てられている短期間でそれを

達成しなければならないとすれば，個人差が大きく影響

し，結局は達成できない生徒が取り残される状況が想像

される。

例えば，「討論」という活動を成立させるためには，「意

見を英語で表現するための言語材料を知る」「その言語

材料を使いこなせる」「討論のための題材を理解する」「討
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